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（1）  第509号（改版第12号） 2012年（平成24年）　夏号婦人ひめじ

第63回第63回

7
月
10
日
㈫
、
第
45
代

「
姫
路
お
城
の
女
王
」

柏
原
悠
佳
里
さ
ん
、
小

林
愛
さ
ん
、
中
谷
彩
乃

さ
ん
が
婦
人
会
事
務
所

を
訪
れ
、
有
馬
会
長
、

河
南
・
清
水
副
会
長
と

歓
談
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
8
月
4
日
㈯
第
63
回
姫
路
お
城
ま
つ
り
2
日
目
の
総
お
ど
り
に
姫
路
市
連
合
婦
人
会
は
会
員
約
2
0
0

名
が
ま
っ
赤
な
ハ
ッ
ピ
姿
で
参
加
し
ま
し
た
。

播
州
段
文
音
頭
「
国
宝
姫
路
城
物
語
」「
お
夏
清
十
郎
物
語
」
等
、
櫓
の
上
で
唄
わ
れ
る
民
謡
と
大
太
鼓
に
合
わ
せ

て
、
市
内
の
各
種
団
体
総
勢
約
2
，
0
0
0
人
以
上
の
人
々
が
播
州
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。



2012年（平成24年）　夏号 第509号（改版第12号）  （2）婦人ひめじ

6
月
30
日
㈯
、
姫
路
市
立
中
央

体
育
館
に
於
い
て
第
26
回
姫
路
市

連
合
婦
人
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
、
8
校
区
か
ら
12

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
4
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
に
よ
り
試

合
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
石

見
利
勝
市
長
、
蔭
山

敏
明
議
長
、
赤
松
正

雄
衆
議
院
議
員
、
松

本
剛
明
衆
議
院
議
員

夫
人
の
孝
子
さ
ん
な

ど
、
来
賓
多
数
が
参

加
さ
れ
、
網
干
校
区

の
金
城
さ
ん
が
選
手

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

試
合
は
各
ブ
ロ
ッ

ク
共
熱
戦
が
展
開
さ

れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

勝
者
に
よ
る
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は

旭
陽
校
区
が
総
合
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
総
合
1
位
・
2
位

に
輝
い
た
旭
陽
校
区
と
勝
原
校
区

ダ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ム
は
、
9
月
16
日
㈰

に
高
砂
市
で
開
催
さ
れ
る
兵
庫
県

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
26
回
姫
路
市
連
合
婦
人
会

7
月
11
日
（
水
）
・
12
日
（
木
）
の
理
事
研
修

は
金
沢
市
校
下
婦
人
会
連
絡
協
議
会
の
活
動
状
況

視
察
を
企
画
し
、
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
、
姫
路
市
で
催
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画

全
国
都
市
会
議
in
ひ
め
じ
」
に
金
沢
市
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
姫
路
市
連
合

婦
人
会
の
事
務
所
ま
で
お
越
し
頂
い
た
こ
と
も
あ

り
、
金
沢
市
の
能
木
場
由
紀
子
婦
人
会
長
に
訪
問

し
た
い
と
お
願
い
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

11
日
は
越
前
和
紙
の
里
、
月
う
さ
ぎ
の
里
を
見

学
し
て
辰
口
温
泉
に
宿
泊
、
12
日
に
金
沢
市
校
下

婦
人
会
連
絡
協
議
会
の
視
察
及
び
交
流
、
そ
の
後

兼
六
園
を
見
学
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

金
沢
市
の
婦
人
会
は
市
内
56
校
下
（
金
沢
市
は

校
区
で
な
く
校
下
と
い
う
）
中
、
52
校
下
が
市
の

連
絡
協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
や
委
員
会
活
動

が
活
発
で
地
域
に
即

し
た
幅
広
い
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
町
内
会

（
姫
路
で
は
自
治

会
）
か
ら
力
強
い
支

援
を
受
け
乍
ら
熱
心

に
活
動
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

金
沢
市
校
下
婦
人
会

　連
絡
協
議
会
と
交
流

▲総合優勝の旭陽校区（Bブロック優勝）

▲勝原 ダッシュチーム（Dブロック優勝）

▲網干 大江島チーム（Aブロック優勝）

▲勝原 さくらチーム（Cブロック優勝）
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姫
路
市
地
区

赤
十
字
の
つ
ど
い

消
費
者
月
間

記
念
講
演
会

第
1
回

地
域
啓
発
講
演
会

兵
庫
県
婦
人
大
会

に
参
加

姫
路
市

社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
推
進
委
員
会

（3）  第509号（改版第12号） 2012年（平成24年）　夏号婦人ひめじ

7
月
25
日
㈬
、
尼
崎
市
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
の
あ
ま
し
ん
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
兵
庫
県
婦
人

大
会
が
開
催
さ
れ
、
姫
路
市
か
ら

は
有
馬
妙
子
会
長
を
初
め
40
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

尼
崎
市
立
尼
崎
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
続

き
、
多
数
の
来
賓
出
席
の
も
と
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰

式
、
井
戸
敏
三
知
事
に
よ
る
講
演

の
あ
と
、
全
員

で
会
歌
を
斉
唱

し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

5
月
8
日
㈫
、
イ
ー
グ
レ
ひ
め

じ
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
に
於
い
て

「
姫
路
市
地
区
赤
十
字
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
、
各
校
区
か
ら
多
数

の
婦
人
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

余
部
校
区
の

山
田
福
美
理
事

に
よ
る
「
赤
十

字
奉
仕
団
員
の

信
条
朗
読
」
に
続
い
て
、
石
見
利

勝
姫
路
市
地
区
長
、
有
馬
妙
子

奉
仕
団
委
員
長
、
岸
田
兵
庫
県

支
部
事
務
局
次
長
の
挨
拶
の
後
、

「
ひ
ょ
う
ご
の
赤
十
字
こ
の
一
年

2
0
1
1
」
の
ビ
デ
オ
上
映
、
さ

ら
に
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
災
害
時
に
高
齢
者
を
支
援
す
る

た
め
に
」
と
題
し
て
姫
路
赤
十
字

病
院
の
斎
藤
知
子
看
護
係
長
と
田

中
弘
子
専

門
相
談
係

長
に
よ
る

講
演
と
実

技
を
学
び

ま
し
た
。

5
月
31
日
㈭
、
姫
路
キ
ャ
ス
パ

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
消
費
者
月
間

記
念
講
演
会
が
あ
り
、
姫
路
市
連

合
婦
人
会
か
ら
多
数
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

初
め
に
山
下
雅
史
市
民
局
長
の

挨
拶
、
続
い
て
姫
路
市
連
合
婦
人

会
の
有
馬
妙
子
会
長
が
挨
拶
。

タ
レ
ン
ト
で
雑
穀
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
奈
美
悦
子
さ
ん
が
「
60
才

か
ら
の
食
と
健
康
」
と
題
し
て
、

講
演
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

﹁
食
の
バ
ラ
ン
ス
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　

 

薬
膳
教
室
﹂

﹁
食
の
バ
ラ
ン
ス
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　

 

薬
膳
教
室
﹂

6
月
22
日
㈮
、
婦
人
会
活
動
室

に
於
い
て
、
薬
膳
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
渡
部
美
智
余
先
生
を
お
迎
え
し

て
食
の
バ
ラ
ン
ス
講
演
会
を
開
催

し
、
各
校
区
か
ら
多
数
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

渡
部
先
生
は
、
日
本
の
伝
統
的
な

食
文
化
復
活
の
観
点
か
ら
食
育
を

考
え
、
学
校

給
食
の
完
全

米
飯
化
運
動

に
つ
い
て
も

熱
心
に
話
さ

れ
ま
し
た
。

6
月
27
日
㈬
、
姫
路
キ
ャ
ス
パ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
姫
路
市
社
会
福

祉
協
議
会
福
祉
推
進
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
か

ら
有
馬
妙
子
会
長
初
め
各
校
区
の

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

姫
路
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
報
告
並
び
に
事
業
計
画
を
聞
い

た
後
は
、
甲
子
園
短
期
大
学
の
峯

元
佳
世
子
特
任
教
授
の
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
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⑴
理
事
研
修
・

　
交
流
研
修

⑵
地
域
啓
発

　
講
演
会

⑶
交
通
安
全

　
一
日
一
円

　
感
謝
き
ょ
金
運
動

⑷
姫
路
市
女
性
文
化
大
会

⑸
あ
い
め
っ
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
画

⑹
姫
路
赤
十
字
奉
仕
団
活
動

⑺
各
種
募
金
活
動

⑻
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

⑼
環
境
美
化
活
動
に
参
加

⑽
ひ
め
じ
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加

⑾
お
城
ま
つ
り

総
お
ど
り
に

参
加

⑿
兵
庫
連
合
婦

人
会
の
活
動

に
参
加

⒀
地
域
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

⒁
各
種
モ
ニ
タ
ー
に
参
加

⒂
消
費
者
講
演
会

　
　
　
会
　
長
　
有
馬
　
妙
子

　
　
　
副
会
長
　
河
南
眞
稚
子

　
　
　
副
会
長
　
清
水
　
貞
子

　
　
　
会
　
計
　
山
田
　
福
美

　
　
　
書
　
記
　
豊
田
多
恵
子

　
　
　
書
　
記
　
矢
野
　
邦
子

　
　
　
監
　
査
　
岩
田
　
稔
恵

　
　
　
監
　
査
　
難
波
　
恵
子

〈
各
校
区
役
員
紹
介
〉

中
寺
　
会
　
長
　
河
南
眞
稚
子

　
　
　
副
会
長
　
橋
本
　
菜
摘

　
　
　
　
〃
　
　
山
田
　
政
子

　
　
　
会
　
計
　
飯
田
規
容
子

砥
堀
　
会
　
長
　
長
谷
　
都
子

　
　
　
副
会
長
　
金
川
　
香
雪

　
　
　
　
〃
　
　
藤
井
さ
お
り

　
　
　
　
〃
　
　
竹
内
　
昭
子

　
　
　
　
〃
　
　
上
田
　
貴
子

　
　
　
会
　
計
　
前
嶋
　
豊
子

水
上
　
会
　
長
　
豊
田
多
恵
子

　
　
　
副
会
長
　
岩
井
迫
信
子

　
　
　
　
〃
　
　
尾
崎
恵
美
子

　
　
　
会
　
計
　
赤
穂
　
容
子

広
峰
　
会
　
長
　
稲
田
　
恵
子

　
　
　
副
会
長
　
池
内
ひ
ろ
み

　
　
　
　
〃
　
　
崎
津
　
玲
子

　
　
　
会
　
計
　
高
良
　
光
代

城
北
　
会
　
長
　
有
馬
　
妙
子

　
　
　
副
会
長
・
会
　
計
　

　
　
　
　
　
　
　
柳
田
由
美
子

　
　
　
副
会
長
　
前
川
美
恵
子

　
　
　
　
〃
　
　
井
上
　
福
子

　
　
　
幹
　
事
　
清
水
　
公
子

　
　
　
　
〃
　
　
中
尾
ま
す
子

　
　
　
　
〃
　
　
有
馬
　
由
枝

城
西
　
会
　
長
　
東
山
　
昌
代

　
　
　
副
会
長
　
梶
野
は
ま
子

　
　
　
　
〃
　
　
有
賀
　
貴
美

　
　
　
会
　
計
　
海
原
　
喬
子

網
干
　
会
　
長
　
清
水
　
貞
子

　
　
　
副
会
長
　
増
田
　
和
子

　
　
　
会
　
計
　
信
藤
　
裕
子

　
　
　
書
　
記
　
植
村
あ
や
子

勝
原
　
会
　
長
　
矢
野
　
邦
子

　
　
　
副
会
長
　
長
谷
川
ひ
と
み

　
　
　
会
　
計
　
大
迫
　
敦
子

旭
陽
　
会
　
長
　
三
輪
　
る
み

　
　
　
副
会
長
　
荒
木
　
豊
子

　
　
　
会
　
計
　
山
田
　
美
紀

　
　
　
監
　
査
　
津
田
　
清
恵

余
部
　
会
　
長
　
山
田
　
福
美

　
　
　
副
会
長
　
山
本
み
ち
子

　
　
　
副
会
長
　
森
田
冨
久
子

　
　
　
会
　
計
　
小
林
　
由
実

船
津
　
会
　
長
　
内
藤
い
く
み

　
　
　
副
会
長
　
平
石
　
英
子

　
　
　
副
会
長
・
会
　
計

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
智
美

　
　
　
女
性
会
部
長
　

　
　
　
　
　
　
　
青
田
　
明
美

山
田
　
会
　
長
　
藤
田
　
　
幸

　
　
　
副
会
長
　
高
橋
　
時
枝

　
　
　
会
　
計
　
大
谷
　
千
秋

豊
富
　
会
　
長
　
岩
田
　
稔
恵

　
　
　
副
会
長
　
上
野
　
裕
美

　
　
　
会
　
計
　
三
浦
由
賀
子

四
郷
（
見
野
）

　
　
　
会
　
長
　
竹
中
　
安
美

　
　
　
副
会
長
　
南
野
　
良
子

　
　
　
会
　
計
　
浦
　
久
美
子

平
成
24
年
度
姫
路
市

連
合
婦
人
会
役
員
名
簿

姫
路
市
連
合
婦
人
会

　平
成
24
年
度
の
事
業
計
画

姫
路
市
連
合
婦
人
会

　平
成
24
年
度
の
事
業
計
画

目

　的
婦
人
会
員
相
互
の
連
携
を

密
に
し
、
女
性
の
教
養
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

創
造
に
寄
与
し
、
婦
人
会
活

動
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、

組
織
の
強
化
に
努
力
す
る
。
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▲一生懸命がんばっています

▲京都水族館
▲上手く出来るかしら……

▲農業振興センターでの勉強会

生 活 学 級生 活 学 級

籐
工
芸
講
習
会網

干
校
区

施
設
見
学
会

城
北
校
区

6
月
20
日
㈬
、籐
工
芸
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。ペッ
ト
ボ
ト
ル
を

籐
で
巻
い
て
一
輪
ざ
し
を
作
り
ま

す
。講
師
は
当
校
区
会
長
の
清
水

貞
子
さ
ん
で
す
。当
日
助
手
を
務

め
た
の
は
、事
前
講
習
を
受
け
た

方
々
で
す
。肝
心
の
底（
編
み
始
め
）

を
先
生
が
人
数
分
作
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
て
、使
う
籐
も
予
め
湿
ら
せ
て

あ
っ
た
の
で
初
心
者
も
ス
ム
ー
ズ
に

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

途
中
、編
む
方
向
が
逆
に
な
っ
た

り
、間
隔
が
広
す
ぎ
た
り
、狭
か
っ
た

り
、「
性
格
が
で
る
ね
ェ
」と
笑
い
乍

ら
ほ
ぼ
出
来
ま
し
た
。先
生
が
取
っ

手
を
付
け
て
く
だ
さ
り
完
成
し
ま

し
た
。60
名
余
り
が
一
同
に
会
し
て

学
び
、作
る
喜
び
を
共
有
し
助
け

合
い
親
交
が
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。

今
、各
家
庭

で
夏
の
花
が
入

り
涼
風
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

（
増
田
和
子
）

京
都
水
族
館
と

　
京
料
理
の
バ
ス
ツ
ア
ー

余
部
校
区

第
2
回
生
活
学
級
で
、
6
月
24

日
㈰
に
京
都
水
族
館
と
お
公
家
さ

ん
の
お
屋
敷
跡
で
の
食
事
を
計
画

し
ま
し
た
。

趣
き
あ
る
佇
ま
い
で
輪
島
塗
に

瓢
箪
型
の
愛
ら
し
い
器
で
の
食

事
、
食
後
に
お
抹
茶
ま
で
頂
き
満

足
で
し
た
。
水
族
館
は
大
勢
の
人

で
混
雑
し
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
人
も
い
て
残
念
!!

車
内
で
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
「
お

か
ん
の
嫁
入
り
」
の
ビ
デ
オ
等
で

楽
し
く
和
や
か
な
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

（
山
田
喜
美
子
）

6
月
13
日
㈬
、
施
設
見
学
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
水
族
館
を
訪
れ
、
魚

の
観
察
や
、
ペ
ン
ギ
ン
の
エ
サ
や

り
を
見
た
り
、
居
合
わ
せ
た
小
学

生
達
と
共
に
大
歓
声
で
す
。
交
流

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
示
さ
れ
た
モ

ノ
レ
ー
ル
の
車
内
で
説
明
を
聞

き
、
当
時
を
懐
し
く
思
い
ま
し

た
。
灘
菊
で
昼
食
、
見
学
の
後
、

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
土
作
り
の
大
切
さ
を
学
び
、

市
販
よ
り
安
価
な
鉢
植
や
苗
等
を

皆
さ
ん
購
入
さ
れ
、
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。
　
　
（
柳
田
由
美
子
）

デ
ィ
ッ
シ
ュ・

　
　
ガ
ー
デ
ン中寺

校
区

6
月
27
日
㈬
、
溝
口
公
民
館
に

て
、
近
く
の
花
屋
さ
ん
「
タ
ム
タ

ム
」
の
田
村
淳
二
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
て
、
多
肉
植
物
の
特
長
や

育
て
方
を
学
習
し
た
後
、
寄
せ
植

え
の
や
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

「
あ
と
は
皆
さ
ん
の
セ
ン
ス
を

生
か
し
て
。」
の
言
葉
に
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
に
も
完
成
す
る
ま

で
は
皆
の
目
は
真
剣
そ
の
も
の
。

そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る
デ
ィ
ッ
シ

ュ
・
ガ
ー
デ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
よ
う
に
成

長
し
て
い
く
の
か
楽
し
み
も
加
わ

っ
た
学
習
会
で
し
た
。

（
飯
田
規
容
子
）



2012年（平成24年）　夏号 第509号（改版第12号）  （6）婦人ひめじ

山
田
校
区

▲さらにパワーアップするヘアースタイルに注目!!

▲世界に一枚のストール完成!

▲どこにいるかわかるかな？

▲子供たちと一緒に観劇を

5
月
20
日
㈰
に
山
田
公
民
館
で

男
女
の
デ
ュ
オ
、
ナ
デ
ィ
ア
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

と
っ
て
も
愉
快
な
二
人
の
ト
ー

ク
か
ら
始
ま
っ
て
、
な
つ
か
し
い

曲
の
演
奏
に
時
が
経
つ
の
も
忘
れ

て
、
会
場
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

ナ
デ
ィ
ア
の
お
ふ
た
り
と
会
場

が
一
緒
に
な
っ
て
歌
を
歌
い
、

と
っ
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。　
　（
藤
田
　
幸
）

旭
陽
校
区

船
津
校
区

勝
原
校
区

社
協
選
択
事
業
の
一
環
と
し
て

毎
月
第
2
月
曜
日
、
勝
原
公
民
館

で
地
域
の
独
居
老
人
を
対
象
に
ふ

れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
6
月
11
日
㈪
は
劇

団
た
ん
ぽ
ぽ
に
よ
る
劇
「
三
び
き

の
子
ぶ
た
」「
ド
ー
ナ
ツ
3
つ
」

や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
は
ら
ぺ

こ
か
い
じ
ゅ
う
」
等
を
、
子
育
て

支
援
グ
ル
ー
プ
の
親
子
と
一
緒
に

見
た
り
、
孫
の
よ
う
な
子
供
達
と

握
手
を
し
た
り
、
皆
さ
ん
と
て
も

楽
し
そ
う
で
し
た
。

（
大
迫
敦
子
）

校区婦人会だより校区婦人会だより
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

旭
陽
ふ
た
ば
教
室
開
講
式

転
写
ス
テ
ン
シ
ル
教
室

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
観
劇

6
月
10
日
㈰
、
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
夢
工
房
の
今
井
田
富
美
子

先
生
を
お
迎
え
し
て
、
転
写
ス
テ

ン
シ
ル
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

薄
手
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
生
地
に
ス

テ
ン
シ
ル
シ
ー
ト
を
ア
イ
ロ
ン
で

プ
リ
ン
ト
し
て
い
き
ま
す
。
簡
単

そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
シ
ー
ト
を

切
っ
て
柄
の
配
置
を
組
み
合
わ
せ

の
に
試
行
錯
誤
の
連
続
、
あ
っ
と

い
う
間
の
2
時
間
で
し
た
。
華
や

か
な
夏
用
ス
ト
ー
ル
が
完
成
し
、
こ

の
夏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
が

増
え
ま
し
た
。　
　（
内
藤
い
く
み
）

6
月
5
日
㈫
、
旭
陽
ふ
た
ば
教

室
開
講

式
を
行

い
ま
し

た
。
旭

陽
ふ
た

ば
教
室

と
い
う

の
は
、

校
区
内

に
あ
る

保
育
園

の
協
力
を
得
て
、
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
、
そ
の
お
母
さ
ん
を
支
援

す
る
婦
人
会
活
動
の
ひ
と
つ
で

す
。
20
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
多
く
の
親
子
に
来
て

い
た
だ
き
、
保
育
園
児
の
遊
戯
等

を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
も
ち
つ
き
大

会
、
絵
本
の
力
、
造
形
等
の
行
事

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

（
三
輪
る
み
）
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（7）  第509号（改版第12号） 2012年（平成24年）　夏号婦人ひめじ

広
峰
校
区

吹
奏
楽
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
2
日
㈯
、
広
峰
小
学
校
体

育
館
に
て
吹
奏
楽
に
よ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
日
頃
身
近
で
見
る
こ
と
の
な

い
楽
器
に
興
味
を
持
つ
子
供
達

や
、
音
楽
は
リ
ハ
ビ
リ
に
も
い
い

と
近
く
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
所

の
方
々
も
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
又
指
揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
音
と
な
か
な
か
合
わ
な
く
て

笑
い
を
誘
う
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
流
れ
る
よ
う
な
響
き
の
中
で

大
人
も
子
供
も
心
か
ら
癒
さ
れ
た

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま

し
た
。　
　
　
　
　 

（
崎
津
玲
子
）

▲おいしい抹茶におもわず笑顔

▲大切な人に贈りたいカードです。

四
郷（
見
野
）校
区

砥
堀
校
区

7
月
15
日
㈰
、
地
元
、
砥
堀
公

民
館
の
教
養
講
座
に
婦
人
会
で
参

加
し
ま
し
た
。
渡
邊
久
晃
公
民
館

長
が
講
師
を
し
て
く
だ
さ
り
、
折

り
紙
細
工
を
し
ま
し
た
。
折
り
紙

と
い
え
ど
も
作
業
は
と
て
も
繊
細

で
、
専
用
の
カ
ッ
タ
ー
を
上
手
く

使
っ
て
専
用
の
用
紙
を
用
い
て
細

部
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
い
く
も

の
で
「
折
り
紙
建
築
」
と
い
わ
れ

る
も
の
で
す
。

細
部
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
立
体
的

な
カ
ー
ド
が
完
成
す
る
と
「
ワ
ー
」

と
声
が
出
て
し
ま
う
ほ
ど
ス
テ
キ

な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

（
長
谷
都
子
）

見
野
の
郷
か
ら
彩
る
あ
じ
さ
い
祭
り

ス
テ
キ
な
カ
ー
ド
制
作

▲美しい海をバックに!

▲ファミリーコンサート

豊
富
校
区

梅
雨
明
け
間
も
な
い
7
月
21
日

㈯
、
ふ
れ
あ
い
教
室
で
神
戸
へ
出

か
け
ま
し
た
。

田
崎
真
珠
で
真
珠
や
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
を
見
て
目
の
保
養
。
ホ
テ
ル

で
の
美
味
し
い
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
。
そ
し
て
最
後
は
、
ス
カ
イ
マ

リ
ン
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
海
か
ら
見
え
る
神
戸
の
景
色

に
普
段
の
煩
雑
な
時
間
を
忘
れ
、

翌
日
か
ら
の
生
活
の
活
力
を
頂
き

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
と
有

意
義
な
時
間
を
共
有
で
き
、
本
当

に
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

（
上
野
裕
美
）

ふ
れ
あ
い
教
室
神
戸
に
て
…
。

7
月
1
日
㈰
、
山
あ
じ
さ
い
が

雨
に
う
た
れ
、
な
お
い
っ
そ
う
色

ど
り
が
増
す
中
、
あ
じ
さ
い
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
龍
太
鼓

が
打
ち
な
ら
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
。
琴
が
奏
で
ら
れ
る
中
、
四
郷

中
学
校
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
会
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
句
会
は
、
小

学
生
か
ら
80
代
ま
で
の
詠
み
手

に
、
選
者
は
、
苦
戦
。
3
名
の
優

秀
賞
が
決
定
さ
れ
、
女
性
ら
し
い

句
も
多
く
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
保

育
所
の
お
友
だ
ち
の
「
獅
子
の
舞
」

に
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。　
　（
竹
中
安
美
）

▲楽しく勉強したよ

水
上
校
区

子
ど
も
達
と
お
に
ぎ
り
づ
く
り

水
上
校
区
婦
人
会
乙
保
城
支
部

で
は
7
月
30
日
㈪
乙
保
城
公
民
館

で
「
夏
休
み
子
ど
も
手
作
り
教
室
」

を
行
い
ま
し
た
。
婦
人
会
と
小
学

生
の
子
ど
も
達
と
の
地
域
ふ
れ
あ

い
事
業
と
し
て
、
平
成
12
年
か
ら

続
け
て
い
る
活
動
で
す
。

10
時
か
ら
始
め
て
、
夏
休
み
の

宿
題
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
お

昼
に
お
に
ぎ
り
を
作
り
、
午
後
か

ら
ペ
ン
立
て
作
り
を
し
ま
し
た
。

無
邪
気
に
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

達
を
見
守
り
な
が
ら
、
こ
の
子
供

の
未
来
に
は
「
い
じ
め
」
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
よ
う
に
と
切
に
思
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　（
赤
穂
容
子
）

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
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　イーグレひめじ3階にある男女共同参画推進センター“あいめっ
せ”では様々な講座を開催しています。
　9月に開催予定の講座を紹介します。皆様のご参加をお待ちし
ています!!
　

　子どもができ、喜びとともに大きくなる家事・育児・家計の負担。
　仕事と家事・育児の両立ってやっぱり大変なのかな？上手な共働
きのコツとは？
　気になることや不安なことはいっぱいあるけれど、なかなか夫婦
でゆっくりと考える時間がない…。
　そんな頑張るパパ・ママに…先輩パパ・ママが共働きのノウハウ
から育児・仕事・お金のことまで、いろいろとアドバイスします!!
◇第1回　9月22日（土）10時～正午
　「先輩パパ・ママと考える
　　　　　　　ＨＡＰＰＹ共働き術」
　・講　　師　椹　英直さん
　　　　　　（ファザーリング・ジャパン関西）
　　　　　　  さわらぎ　ひろこさん
　　　　　　（出産育児ライター）　　　　　ご夫妻
◇第2回　9月29日（土）10時～正午
　「共働き夫婦のマネー＆ライフプラン　　
　　　　　　～ダブルインカムのメリットとその活かし方～」
　・講　　師　福一　由紀さん
　　　　　　（ファイナンシャルプランナー／マネーラボ関西　代表）

◆対　　象　妊娠中、産休・育休中、職場復帰直後の夫婦や共　
　　　　　　働きでの子育てを考えている夫婦
◆定　　員　15組（申込多数の場合は抽選）　※単身での参加も可
◆申込締切　9月9日（日）必着
◆受 講 料　1組600円
◆そ の 他　1歳半未満のお子さんの同伴参加可能。
　　　　　　※但し、保育士はつきません。
◆申込方法　ハガキ、ファクスか電子メールで、講座名、郵便番号、
住所、夫婦それぞれの氏名・年齢、電話番号、1歳半未満のお子
さんの同伴の有無、一時保育の有無（保育希望者は幼児の名前
と年齢）を記入のうえ、下記まで。

【セミナーのご案内】

◆ワーク・ライフ・バランスセミナー
先輩パパ・ママに学ぶ!!

共働き夫婦のワーク・ライフ＆マネーバランス

　あなたにとって、母は・娘は、どんな存在ですか？
「母との関係がなんだかしんどい…」「娘が最近、私に批判的…」
そんな悩みを持っているのは、あなただけではありません。
就職、結婚、子育て…とあなたの人生の中で切っても切れない「母」
「娘」との関係。
この機会に、あなたの気持ちに向き合い、母と娘の心地イイ関係づ
くりについて一緒に考えてみましょう。
【講　　座】
◇第1回　9月20日（木）10時～12時30分
　「あなたにとって母とは？娘とは？」
◇第2回　9月27日（木）10時～12時30分
　「母として、娘として、ひとりの女性として」
　・講　師　加藤　伊都子さん（フェミニストカウンセリング堺）
　・定　員　20名
　・受講料　600円
【語り合い】
◇第3回　9月27日（木）13時30分～15時
　「永遠のテーマ『母と娘』を語り合おう
　　　　　　　　　　～母としての私、娘としての私～」
　・ファシリテーター　あいめっせ女性のための相談室　女性問題相談員
　・定　員　10名　※第１・２回の講座受講者のうち希望者
　・参加費　無料

◆対　　象　母あるいは娘との関係に悩む　または関心のある女性
◆申込締切　9月11日（火）必着
◆そ の 他　申込多数の場合は抽選。ただし、連続受講できる方

を優先します。
◆申込方法　ハガキ、ファクスか電子メールで、講座名、郵便番号、住
所、氏名、年齢、電話番号、語り合い参加希望の有無、一時保育の
有無（保育希望者は幼児の名前と年齢）を記入のうえ、下記まで。

◆女性の心とからだセミナー

母と娘の心地イイ関係
～母ゴコロ、娘ゴコロはムズカシイ！？～

姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”
〒670‒0012  姫路市本町68番地290  イーグレひめじ3階

Tel  079‒287‒0803／FAX  079‒287‒0805
電子メール i-messae@city.himeji.hyogo.jp　HP http://www.city.himeji.lg.jp/i-messae/

今後の
活動予定

9月16日㈰
9月19日㈬

9月22日㈯･23日㈰
10月27日㈯

11月10日㈯･11日㈰
11月17日㈯･18日㈰

11月21日㈬
12月５日㈬

兵庫県婦人バレーボール大会（高砂市総合体育館）
姫路市連合婦人会理事会（婦人会活動室）
ひめじ環境フェスティバル・環境と美化のつどい（大手前公園）
女性文化大会（あいめっせホール）
中播磨ふれあいフェスティバル（大手前公園と家老屋敷跡公園）
あいめっせフェスティバル 2012（イーグレひめじ）
姫路同和教育研究大会（勝原小学校）
消費生活公開講座（あいめっせホール）

だよりだより ※いずれの講座も一時保育があります。
　1歳半～就学前の幼児（1人1回300円）要予約


